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郵政仙究所4甥11研究官 G血伝経游仙究附釧_ヂ'勺に併仟(7午9 打まで)
東北火学大学院絖游学羽1究科教授に配罰換
東北大学絲法学部経游学科長に併仟 a4年3jほて)
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学 会 等 に お け る 活 動
東 北 経 游 ツ 会 ' 、 肝 罷 n  ・ 弓 f 務 局 ( 平 成  3 午 度 ~ 平 成 9 年 度 ) ,  1 " ] 評 議 R  ( 十 成 9 年 孃 ~ ) , 同 学 会
長 ( 平 成 1 5 午 座 ~ )
環 人 平 汁 芹 業 連 関 分 析 学 会 迎 営 委 員 ( 平 成 1 0 年 庶 ~ 平 成 1 2 年 度 ) , 産 業 述 関 一 ・ イ ノ ベ ー シ " ン
& テ ク ニ ー ク 編 条 委 R  ( 平 成 H 年 度 ~ )
経 済 学 ( 課 程 ) 博 士 ( 東 京 人 学 )
社 会 に お け る 活 動
仙 台 巾 地 域 経 済 動 「 1 乎 毓 修 い 内 女 6 イ 1 ミ 度 ~ 平 成 N 午 度 )
宮 城 県 大 規 模 小 ず 副 占 舗 審 議 会 委 員 ( 乎 成 7 年 6 月 ~ 、 r 成 1 2 イ H υ お
宮 城 県 環 」 寛 審 議 会 環 境 計 画 中 門 委 i 、 1 ( 平 成 7 午 6 月 ~ ・ 平 成 9 年 5  刀 )
宮 城 県 公 衆 浴 場 入 浴 料 金 協 議 会 委 員 ( 十 成 8 守 9 打 ~ 平 成 9 年 3 ナ D
仙 台 市 庁 衆 連 関 衷 作 成 委 n 会 委 n 長 ( 平 成 1 3 年 7 打 ~ 乎 ・ 成 1 4 年 3 ナ D
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1 . 著 害 . 編 害
1 . 桁 縦 経 済 論 入 門
大 平 号 声 , 栗 山 規 矩 , 1 9 9 5 年 2  打 , 福 村 ル リ 振
2 . 経 済 統 計 に み る 企 業 情 桃 化 の 構 図
溝 口 敏 打 , 栗 ル 1 規 知 , 寺 崎 康 博 編 著 , 1 9 9 6 年 5 月 , 富 士 通 経 営 、 研 修 所
3 . こ れ だ け は 匁 1 つ て お こ う ! 統 計 学
栗 山 規 知 , 佃 良 彦 , 照 j 1 イ 小 彦 , 金 崎 芳 輔 , 鈴 木 賢 ' , 山 下 英 明 , 古 田 浩 ,
2 0 舵 年 1 河 , 有 斐 閣
穎
Ⅱ .
調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
1 .  1 9 6 9 年 モ デ ル 国 民 経 済
栗 山 規 知 , 和 合 柴 , 清 水 椣 子 , 1 9 7 0 年 4 月 , 国 民 経 済 研 究 協 会
2 .  o n  t h e  p o w e r  o f  T e s t s  f o r  s e r i a l  c m ' r e l a t i o n  i n  L e a s t  s q u a r e s  R e g r e s s i o n
架 山 規 知 ,  D P  1 9 7 5 年 5 月
3 . バ イ ア ス 消 去 法 田 E M ) 推 定 呈 の 同 時 相 関 に 対 す る 頑 健 性 に つ い て
栗 U 」 規 矩 , 応 用 情 蝦 学 研 究 セ ン タ ー , デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ペ ー パ ー シ リ ー
ズ ,  n o . 6 , 昭 和 5 2 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 , 一 般 研 究 B 研 究 成 果 級 告 N  「 マ
ク ロ 計 量 モ デ ル に お け る 時 系 列 構 造 の 最 辿 な 特 定 化 と f 訓 I U ,  1 9 7 8 年 6 河
( 1 9 7 8 年 9 月 に チ 弗 辻 し て 改 定 ) , 東 北 大 学
4 . 東 北 地 域 生 コ ン ク リ ー ト _ 1 : 業 近 代 化 促 進 調 査 中 問 帳 告
力 山 捺 勝 康 , 豊 島 裳 一 , 菊 地 和 聖 , 栗 1 _ Ⅱ 規 矩 , 1 9 8 2 仟 ・ Ⅱ 上 1 , 東 北 地 域 生 コ ン
ク リ ー ト エ 業 近 代 化 促 進 調 杏 委 員 会
5 .  o n  a n  A p p l i c a t i o n  o f  R o b u s t  E s t i m a t i o n  加  C o s t  p r e d i c t i o n  - 1 t s  M e a n i n g s  a n d
L i m i t a t i o n s
豊 島 義 ・ ー , 栗 山 規 矩 , 1 9 8 3 仟 ・ 2 月 ,  T E R G ,  F a c u l t y  o f  E c o n o m i c s ,  T O ・
h o k u  u n i v e r s i t y ,  D i s c u s s i o n  p a p e r  N O . 4 1 , 東 』 ヒ 大 斗 女
6 . 情 報 関 連 産 業 の 分 類 と そ の 特 微 一 第 3 章 に お け る 恬 縦 関 連 産 業 お よ び 職 業 に
関 す る 柿 論 ・ ・
栗 山 規 知 , 1 9 8 5 年 3 阿 , 「 恬 報 化 が 経 済 成 長 に l i え る 影 粋 及 び 恬 級 化 の 総
合 指 標 に 関 す る 調 査 帆 告 i l _ U , 昭 村 巧 9 年 度 , 経 涜 企 画 庁 委 託 調 査 , 日 本 ブ
プ ラ イ ド リ サ ー チ 佃 究 所 , 資 料 ( そ の  D ,  P P . 1 3 9 - 1 7 6
フ . 情 報 産 業 部 門 の 同 民 総 生 産 へ の 寄 芋 率 一 成 長 要 囚 に よ る 定 壯 分 析 一
鬼 人 甫 , 栗 山 規 矩 , 1 9 8 5 年 3 打 , 「 情 報 化 が 経 済 成 長 に 与 え る 影 糾 及 び 情
轍 化 の 総 合 指 標 に 関 す る 訓 査 報 告 i l u , 昭 和 5 9 年 度 , 経 浩 企 画 庁 委 託 開 査 ,
日 本 ア プ ラ イ ド リ サ ー チ 価 究 所 , 第 4  帝 ,  P P . 引 一 Ⅱ 0 . 資 料 ( そ の  2 ) ,
一 第 4 章 の 討 Ⅷ U に 川 い た 統 計 ' デ ー タ の 解 説 一 ,  P P . 1 7 フ - 2 4 1
目 録
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28 情蛾化の進展と経済成長一成長要1村による定量分析一・
鬼木甫,栗山規矩,1986年3",昭和印年度経済企画庁委託朋査「情・最化
に什う産業構造変化,経済成長及び情帳化指標の動向並びに将来展望に関
する調査机告・,1制,Π本アプライドレサーチ研究所,第 4章, PP.儒一144,
資料(そのD 第4章恬・挑化の進展と経済成長に用いた分析力法とデータ
の解説, PP.193-270.及び同報告i11別冊,「情報アクティビティ分析に
用いたデータ,成長要因分析に用いたプログラムJ
Types of organizations for Management Accounting Functions in Japanese
Corporations
加藤勝康,原澤芳太郎,豊島義一,菊地和聖,栗山規知,19部年1月,
TM & ARG, Discussion paper NO.3, Faculty of Economics, Tohoku
University
貿易外収支推副式の削発
栗1_1」規矩, 1989年3jl,通商産業省委託調査,「昭利63年度内外産業経游
愉勢等に1瑚する研究」帳告書,Π本アプライドリサーチ研究所,第3章,
PP.131 -170
情報化の経済分析:事例と評価,「牛産関数の分析」
竹内啓委員長,新居玄武,伊ル捌場・,大平号声,栗山規矩,酒井大藏,林
紘一郎,広松毅,1989年フガ,情報化の定最的チ田屋に関する調査研究
噛机化絲計委員会報告一産業研究所,第1章,第3節,2. PP72-79
東京・一極集ホの慨観,一極集中下の住宅・通勤1剖題,一極集小・多極分散の便
益効果に関する分析,東京問題解決への方向
栗Ⅱ_1規知,1990年4門,『企業立地の東京一極集小の経済的効果に関する
分析朋査報告1杣,産業研究所,日木アプライドリサーチ研究所,第1章,
PP.1 -26,第 4 章PP.93-125,第 5 草, PP.126-146,錦 7 と't, PP.155-
174
仲汁長化の定量的把握に関する調査研究一佶報化統計委員会蛾告一
竹内啓委負長,新居玄武, g呪剰場一,大平号声,酒井大藏,林紘側S,広
松毅,栗山規村i,1喫川仟'5門,恬帳化の定呈的把握に関する市,1査研究
胎報化統計委員会縦告一産当q肝究所
新しい恬蛾技術が総、生産・消費御兪出の成長に・ケえる影糾の日米上別愛
栗山規知,1990午8打,平成元年度「研究成果概饗』,経和会記念財団,
PP.8-10
高度恬報化と経洗成長・産業構造・貿易摩擦
栗山規知,1991年12j]14日(発表),19兜年3jl (帆告i!わ,文部省科学研
究q・り・重点領域研究『恬蛾化社会と人開』,第4群 f産業社会の情縦化と
経済システム」,平成3年度合同研究帆告1},第4群,総括班, PP.102-
133
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高 度 恬 雜 化 に と も な う わ が 国 経 済 の 生 産 ・ 消 安 ・ 愉 出 の 変 化
栗 1 _ L 1 規 知 , 1 9 兜 年 6 打 , 平 成 3 午 度 科 学 研 究 費 補 助 金 重 点 領 域 研 究 「 情
報 化 社 会 と 人 間 」 研 究 成 果 報 告 円 卯 司 度 補 桜 化 と 経 済 成 長 ・ 産 業 枇 造 ・ 貿
易 摩 擦 』 , 第  3  章 ,  P P . 3 0 - 1 3 7
商 度 情 帳 化 と 経 浩 成 長 ・ 産 業 構 造 ・ 貿 易 摩 擦
栗 1 1 1 規 知 , 1 9 兜 年 1 ω ・ 1 , 科 学 研 究 安 補 吻 金 市 点 領 域 研 究 研 究 状 況 中 問 机
告 1 井 「 恬 帳 化 社 会 と 人 隅 U  総 括 班 ,  P P . 1 3 4 - 1 3 7
環 暁 ・ 公 宵 問 題 と 佶 蛾 流 通
栗 山 規 知 , 1 9 9 3 年 3  打 , 『 知 識 ・ 情 報 の イ 1 ミ 産 と 流 通 の た め の 朴 会 経 済 シ ス
テ ム に 関 す る 研 究 』 , 平 成 2 ~ 4 年 度 文 部 省 科 学 研 究 艘 補 助 金 : 重 点 領 域
研 究 片 卸 叟 恬 机 化 社 会 の パ ー ス ペ ク テ ィ ブ 」 爺 貞 域 代 表 岩 竹 内 敬 ) 側 究 成
果 縦 告 i " ( 研 究 代 表 老 鬼 小 i l D ,  P P . 1 - 4 6
情 報 流 出 量 と 出 生 率
栗 山 規 知 ,  1 9 9 3 年 3 打 , 『 知 融 ・ ' 恬 報 の 生 歴 と 流 通 の た め の 礼 会 経 済 シ ス
テ ム に 関 す る 研 究 』 , 平 成 2 ~ 4 年 度 文 部 省 科 学 研 究 些 補 助 金 : 埀 点 領 域
研 究 「 商 度 恬 桜 化 社 会 の パ ー ス ペ ク テ ィ ブ 」 ( 領 域 代 表 者 竹 内 敬 ) 研 究 成
牙 ι 縦 告 i _ 牛 ( 研 究 代 表 者 鬼 木 備 ) ,  P P . 7 0 - 1 0 4
戦 後 わ が 国 の 出 牛 率 の 変 化 と 女 性 向 け の 治 報 流 通 量 の 変 化
栗 山 規 知 , 1 9 鰐 年 3 打 , 『 知 識 ・ 情 帳 の 牛 序 と 流 通 の た め の 社 会 絲 済 シ ス
テ ム に 関 す る 佃 究 』 , 平 成 2 ~ 4 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 初 池 力 金 : 重 点 領 域
研 究 「 商 度 恬 帆 化 社 会 の パ ー ス ペ ク テ ィ ブ 」  m 則 或 代 表 者 竹 内 敬 ) 佃 究 成
果 報 告 冉 ( 研 究 代 衷 者 鬼 木 市 ) ,  P P . 1 0 5 - N O
企 業 誘 致 の 影 判 に つ い て の 自 治 休 の 評 価
栗 山 規 知 , 1 9 船 午 3 月 , 「 工 場 立 地 A W 川 に よ る 東 北 地 城 の 変 化 と そ の 影 糾
に つ い て 」 報 告 i l } , 東 』 U 捌 発 研 究 セ ン タ ー , 第  2 章 ,  P P . 2 5 - 7 0
ア メ リ カ 製 造 業 の 高 度 恬 帆 化 雇 削 名 数
栗 1 _ Ⅱ 規 矩 , 1 9 9 3 午 フ ナ 1 , 平 成 4 年 度 科 学 研 究 費 補 助 釡 重 点 領 域 研 究 「 估
報 化 社 会 と 人 間 」 研 究 成 果 挑 告 古 , 『 高 度 情 報 化 と 経 済 成 長 ・ 産 業 構 造 ・
貿 易 摩 擦 ( 2 ) 』 , 代 表 者 栗 1 _ 1 _ 1 規 矩 , 錦 3 章 ,  P P 耶 一 8 6
広 帯 域 I S D N 需 要 発 生 の シ ナ リ オ の 検 削
柴 山 規 知 , 1 9 船 年 7 月 , 平 成 4 年 度 科 学 研 究 費 初 担 力 金 埀 , 点 領 域 研 究 「 仙
報 化 社 会 と 人 冏 」 研 究 成 果 報 告 書 , 『 高 度 恬 鞁 化 と 経 済 成 長 ・ 産 業 枇 造 ・
貿 易 摩 擦 ( 2 ) 』 , 代 表 者 栗 山 規 知 , 第  6 章 ,  P P . 1 3 4 - 1 6 7
中 小 企 業 の 役 割 と ヰ ・ , 小 企 業 金 融
小 柴 徹 修 , 栗 1 _ 1 1 規 矩 , 1 9 9 4 イ N 0 打 , 束 北 郵 政 局 貯 金 部 , 平 成 5 年 度 委 託 研 究
1 7
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425 広楊域ISDN整備に向けての需要供給分析
栗山規矩,鬼木甫,河村真, 1995年2門,竃気通信告及財団,研究調査根
告11 no.9, PP、 26-37
2Ⅱせ紀佶帳化社会における高度コミュニケーション・サービスの重要と供給の
分析
栗山規知,]995年3月,平成6午度科学研究費補助金・・・般研究(C)研
究成果報告古
広帯域ISDNに刈する需要と供給
鬼木甫,栗山規知,野口止人,19鮖年3打,科学研究安初扣力金・市点領域
研究研究成果帆告冉第4部,研窕領域名「情帳化社会に伴う社会シス
テムと人冏行動の変容に関する研究」,研究項目4 『産業社会の情雑化と
経済システム』,第 4 班,第 2 章, PP.4-18:4-41
現代企業の目的/行四片茶式 1955-90年:比校史的試論
鈴人良1峯,栗山規矩,1996年4月, TM & ARG.東北大学経済学部, no
47
高度恬帳化にともなう日米の屈用と産業枇造に開する計量分析一・1ヨ米国際
産業連関表による分析一
栗111規知,19的年3 H,平成9 ~10年度科ツt研究費補助金一基礎研究(C)
研究成果縦告冉, PP.72-12]
日米貿易備造の変化に伴う屈用の変化
栗山規矩,19鯛年3月,平成9~10年度科学研究費補助令・・基礎研究(C)
研究成巣報告冉・, PP.122-193
三角化投入産出行列からみた日米佶帆経涜の特徴
栗d_1規知,1999年3 刀,〒成9~10年度科学研究費補助金一基礎研究(C)
研究成果報告1}, PP.33-71
恬机産業の内部・外部乗数分析
栗山規知,程岩,石川敦子,2002年3 門,平成12~13年度科学研究費相扣力
金一(県雛研究C (2))研究成果報告習・, PP.巧一63
「1T投資が企業イ酬直・生産性に与える効果に関する調査」報告'
徐孜之,栗山規知,2002年3 打,平成12~13年度科学研究q曼補助金一(基
雛研究C (2))研究成果蝦告1}, PP.59-172
「仙報化と組織・労働に関する実態調脊」帆告・11
栗1_1_1規矩,2004年3 村,平成14~15午度利'判冴究費補功金・ー(基桃研究C
(2))研究成果蛾告i井, PP 75-141
怖縦化と組織変、革により企業の市場価仙は1:昇するか
栗U_1規知,久保円茂裕,2004年3月,平;成14~15年度科学研究費補助金
(基盤研究C (2))研究成果桜告当・, PP.46-74
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Ⅲ .
研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 ・ 共 同 執 筆 )
1 . ダ ー ビ ン ・ ワ ト ソ ン 上 ヒ の 検 出 力 に つ い て
栗 山 規 知 , 「 同 民 経 済 」 , 国 民 経 済 研 究 協 会 ,  n o . 1 2 5 , 1 2 6  介 併 号 ,  P P . 1 8
- 8 5 ,  1 9 7 2 年 3  J J
2 . タ ー ビ ン ・ ワ ト ソ ン 上 ヒ の 右 効 性 に つ い て
栗 Ⅱ _ 1 規 剣 i , 季 刊 理 論 経 済 学 , 第 2 3 巻 第  3  号 ,  P P . 2 3 - P P . 5 0 , 1 9 7 2 年 1 2 月
3 . 系 列 相 関 の 検 定 と 検 出 力
栗 山 規 知 , 経 済 研 究 第 2 6 巻 , 第  1 号 , . 4 6 - 6 3 , 1 9 7 5 4 r 1 月
4 . 頑 健 な 計 ・ 量 経 済 分 析 法 に つ い て の 一 芳 察 一 工 業 統 訓 テ 胡 査 デ ー タ に よ る 生 産
関 数 の 批 計 ・ ・
細 谷 緋 三 , 栗 山 規 知 , 商 橋 幸 鮒 , 竹 内 清 , 研 究 年 報 『 経 済 学 』 ,  V 0 1 . 4 3 ,
n o . 3 ,  P P . 1 1 - 2 5 , 1 9 8 2 年 1 1 j
5 . 残 並 分 析 法 の ク ロ ス ・ セ ク シ ョ ン 生 産 関 数 推 計 へ の 適 用 に つ い て
栗 山 規 知 , 第 7 回 広 用 情 縦 学 研 究 セ ン タ ー ・ シ ン ポ ジ ウ ム 「 計 址 モ デ ル 分
析 の 方 法 と 応 用 」 , 束 北 大 学 応 用 佶 報 学 研 究 セ ン タ ー , 予 稿 集 ,  P P . 1 3 1 -
2 ] フ . 研 究 年 〒 最 『 経 済 学 』 , 東 北 人 学 経 游 学 会 ,  V 0 1 . 4 7 ,  n o . 2 ,  P P . 1 - 2 0
a 9 8 5 年 9  j D  , 1 9 8 2 年 7  j 1 1 9 ~ 2 0 Π
6 . わ が 凶 の 経 営 ' 管 理 組 織 に お け る 計 数 管 理 機 能 の 実 見 蹄 , 1 査 ー ヰ ・ 1 剖 机 告
加 藤 勝 康 , 原 澤 芳 太 郎 , 豊 島 義 一 , 菊 地 和 聖 , 栗 山 規 知 , 研 究 午 帳 『 経 浩
学 』 , 柬 北 大 学 経 済 学 会 ,  V 0 1 . 4 5 ,  n o . 1 ,  P P . 鮖 一 1 2 6 ,  1 9 8 3 年 6  打
フ . 原 価 予 測 に 対 す る ロ バ ス ト 雉 定 の 適 用 に 関 す る 一 老 察 一 「 異 ' 常 イ 1 劇 問 題 を 中
心 と し て ー
普 島 義 一 , 栗 山 規 知 , 研 究 年 桜 『 経 済 半 』 , 東 北 大 学 , 通 巻 1 5 6 号 ,  P P
1 7 3 - 1 8 8 , 1 9 8 5 年 2  j j
5
P P
8
] 0
情 報 産 業 部 門 の 国 民 総 牛 産 へ の 寄 ・ ケ 率 ・ 一 成 長 要 因 に よ る 定 量 分 析 一
鬼 木 甫 , 栗 山 規 矩 , 「 恬 報 化 が 経 済 成 長 に 与 え る 影 糾 及 び 恬 帆 化 の 総 合 指
智 熊 4 矧 す る 謝 査 蛾 告 I U , 昭 和 5 9 年 度 , 経 済 企 画 庁 委 託 朋 査 , 日 本 ア プ ラ
イ ド リ サ ー チ 研 究 所 , 第  4  章 ,  P P . 6 1 - 1 1 0 . 資 料 ( そ の  2 ) , ' 第  4  市 の
訓 ' 1 則 に 川 い た 統 計 デ ー タ の 解 説 一 ,  P P . 1 7 フ - 2 4 1 , 1 9 8 5 年 3 月 , 経 済 企 血
庁 総 介 計 画 局 編 「 情 報 化 経 済 計 算 へ の 接 近 一 商 度 情 報 化 の 経 済 分 析 と
指 標 イ ヒ の 試 み ー 」 , 第  4  章 ,  P P . 7 2 - 1 2 4 , 1 9 8 5 年 1 1 j j
わ が 国 企 業 に お け る 計 数 管 理 機 能 の 展 開 と そ の 類 型
加 藤 觧 " 泰 , 原 澤 芳 太 郎 , 艘 島 義 ・ , 菊 地 利 聖 , 栗 山 規 知 , 研 究 年 報 『 経 済
e l t 』 ,  V 0 1 . 4 7 ,  n o . 3 ,  P P . 1 2 7 - 1 4 8 , 1 9 8 5 年 9  ナ 1
1 2 0 O B P S  餉 易 デ ー タ ・ ス テ ー シ ョ ン の 設 討 '
菊 地 和 聖 , 栗 山 規 矩 , 片 山 師 子 , 応 用 恬 報 学 研 究 年 報 , 東 北 大 学 1 心 用 恬 最
学 研 究 セ ン タ ー , 第 1 2 巻 , 第  1 号 ,  P P . 3 7 - 4 1 , 1 9 8 6 年 1 0 月
9
6H 高度情報化産業部門の国内総生虚への寄与*の測定
兇木雨,栗111規知,開洋栄相,応用情桃学研究午報,東北人学応用悍件R学
研究センター,第13巻,第 1号, PP.29-48,1987年10月
The organization of Management Accounting Functions in Japanese cm'PO・
ratlons
加峠勝康,原澤芳太郎,豊島義一,菊地和聖,栗山規矩,"Japanese
Management Accounting, A wodd class Appmach to prof北 Manage
ment", Edited by Y. Monden and M, sakurai, productivity press, cam・
bridge, Mass., C11apter 24, PP.381-398, 1989年
わが倒企業の管理会計機能の部門殆リX敦について一判別分析による規定要
因の検出一
加Ⅱ胸俳康,菊地和聖,豊島義・,原澤芳太郎,栗山規知,『経営分析と会
計1古轍』,高松和男先生還暦記念楡文集細染委員会編,1可文舘,第2章,
器一46,1990年2月PP
Measuring lmpacts of New lnformation Techn010gy on the Growth of the
Japanese Economy:1974-1985
栗1」1規"),鬼木「行, Keio communication Review, no.12, PP.9-32,
1991年3月
新しい恬桜通信技術が例民経済に与える影響についての分析
栗川規知,研究年蛾『経済学』,東北大学, VO].腿, no.3, PP.Ⅱ9-128,
1992年1 打
Conttibution of New lnfm'mation Techn010gy to the Grolvth of the Japanese
Economy for 1974-85 -An Application of 11〕put-output Model and pToduc・
tivily Analysis: part l
架Ⅱリ見知,鬼木Ⅱ1, Journal of APPHed lnput-output Analysis, V01.1,
no.1, PP.24-42,平成 4 イr
わが国電気通伝サービスの稀要子,則:1996~20254ト・・・BISDN建設の経済的
基礎
八田恵子,中空麻奈,太田耕史朗,大村真一,野U正人,栗1」、1規知,郵政
研究所ディスカッションペーパーシリーズ, no.19船一08.郵政研究
レビュー第 4 号, PP.97-135,1993年5月(DP),改訂論文1993年101]
日木経済の高度恬報化:1975~1985
栗山規矩,研究年報『経済学』,東北大学, V01.55, no.3, PP115-125,
1994年1 村
環境情報の普及と環境・公客闇題
121-129,栗山規知,研究年報『経済学』,東北大学, V01.弱, no.4, PP
19941ド 1 打
12
13
N
15
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2 0
M e a s u r i n g  1 1 n p a c t s  o f  N e w  l n f o r m a t i o n  T e c h n 0 1 0 g y  o n  t h e  G r o w t l 〕  o f  t h e
J a p a n e s e  E c o n o m y
鬼 木 甫 , 栗 山 規 矩 ,  p e r s p e c t i v e s  o f  A d v a n c e d  T e c h n 0 1 0 g y  s c i e n c e  l  ,
" 1 m p a c t s  o f  l n f o r m a t i o n  T e c h n o ] o g y  o n  M a n a g e m e n t  a n d  s o c i o e c o n o m ・
」 ,
i c s  ,  E d i t e d  b y  A .  S A K U M A  a n d  H .  O N I K I ,  M A R U Z E N  P L A N E T  C O ,
L t d . ,  c h a p t e r  7 ,  P P . 1 0 9 - 1 2 9 , 1 9 9 5 年
I n f o r m a t i o n  a n d  B i r t l 〕  R a t e
栗 I U 規 矩 ,  p e r s p e c t i v e s  o f  A d v a n c e d  T e c h n 0 1 0 g y  s c i e n c e  2 , " H i g h -
T e c h n 0 1 0 g y ,  p o p u l a t i o n  w e a l t h  a n d  H e a l t h " ,  E d i t e d  b y  T .  F U R U K A W A ,
M A R U Z E N  P L A N E T  C O . ,  L t d .  c h a p t e r  4 ,  P P . 5 3 - 7 2 , 1 9 9 5 年
経 游 の 高 度 情 報 化 と 経 済 成 長 一 商 度 情 桜 化 が な か っ た ら 国 内 総 生 産 は ど の
程 度 に と ど ま っ て い た か ー
栗 山 規 矩 , 『 経 済 影 函 十 に み る 企 業 情 報 化 の 構 図 』 , 満 口 敏 行 , 栗 山 規 知 , 寺
崎 康 博 共 編 著 , 第  3 部 , 第 9 章 ,  P P . 1 9 3 - 2 1 2 , 富 士 通 経 営 研 修 所 , 1 9 怖
年 6 月
我 が 国 の 電 話 の 加 入 需 要 分 析
浅 井 澄 子 , 鬼 木 甫 , 栗 山 規 矩 , 郵 政 研 究 所 デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン ペ ー パ ー
シ リ ー ズ ,  n o . 1 9 9 5 - 5 , 1 9 9 5 年 7 月 , 平 成  7 午 度 情 報 通 信 学 会 江 下 報 」 ,
P P . 1 6 - 2 9 , 1 9 9 6 年 3 月
I n v e s t m e n t  E s t i m a t i o n  o f  T e l e c o m m u n i c a t i o n  l n d u s t r y  i n  J a p a n :  A  s t u d y  血
t h e  E c o n o m i c s  o t  l n f o n n a t i o n  s o d e t y
栗 山 規 矩 , 1 n t e r d i s d p ] i n a r y  l n f o r m a t i o n  s c i e n c e s .  G S I S  T o h o k u u n i v a ' s i ・
t y ,  V 0 1 . 3 ,  n o . 1 ,  P P . 3 7 - 5 6 , 1 9 9 7 年
R e c e n t  l n f o r m a t i o n  s o d e t y  l n v e s t m e n t  E s t i m a t i o n  i n  J a p a n
栗 " 1 規 矩 ,  T h e  E c o n o m i c s  o f  t h e  l n f o r m a t i o n  s o c i e t y ,  E U R O P E A N
C O M M I S S I O N ,  E d i t e d  b y  A l a i n  D u m o n t  a n d  J o h n  D r y d e n ,  E d i t o r i a l
C o m m i t t e e :  T i m o t h y  F e n o u l h e t ,  A ] く i o  o n i s h i ,  P P . 1 1 7 - 1 2 3 , 1 9 9 フ ィ f
Π 米 国 際 産 業 連 関 表 か ら み た 日 米 の 産 業 ・ 雇 用 構 造
栗 山 規 矩 , 石 川 敦 子 , 束 北 経 済 学 会 誌 1 9 9 8 年 度 号 ,3  - 1 0 , 1 9 9 9 4 下  6
P P
月
佶 報 産 業 と 非 恬 報 産 業 の 相 互 依 存 関 係 に つ い て
栗 Ⅱ _ 1 規 知 , 石 川 敦 子 , 程 岩 , 東 北 経 済 学 会 誌 2 0 0 0 年 度 ,1 2 6 - 1 3 4 ,
P P
2 0 0 1 年 2 月
恬 報 関 連 投 資 に よ る 生 産 性 上 昇 に つ い て
徐 盈 之 , 栗 山 規 矩 , 東 北 経 済 学 会 誌 2 0 0 0 年 度 ,  P P . 1 5 0 一 諦 , 2 0 侃 年 2 月
2 1
2 7
2 2
2 3
2 4
2 8
7
2 5
2 6
829 日本におけるIT資木ストヅクの生産性向上効果について
栗山規矩,地域金融・経済及び地域社会に関する閖査研究論文集,東北郵
政局貯釡部, PP.53-66,2001年3 jl
30 情報技術の産業連関分析
栗山規矩,石川敦子,程岩,産業連関ーイノベーシ"ン& 1-0 テクニー
ク, V01.10, NO.2, PP' 4-17,2001年12jl
31 恬報化の進展が企業の生産性に及ぼす影響について企業ブンケートデータ
による分析・・ー
徐盈之,栗山規知,研究年報「経済学」 V01.64, NO.2, PP.25-42,2002イ1、
10jl
Ⅳ, 口頭発表(学会報告など)
1. Time units of MeasuTement and E丘iciency ot Least squares Estimation in a
Linear Regression Model
栗山規矩, second world congress ofthe Econometric sodety, program
and Abstracts of papers, PP.63-64,1970年9 j1 8 ~14日, cambridge,
England
2. Durbin-watson'srati0 の検1ⅡノJについて
栗山規矩,第401回U本統訓'学会研究報告会,講演予稿条, P.17,1972年
7月14,15日,創価大学
3.経済時系列データの年ベースと四半期ベースによる推定及び予測の粘度について
栗山規矩,第3回応用情帳学研究センター・シンポジウム,「塒系列の解
析と処理」,東北大学応用佶報学研究センター, PP.73-78,1977年H対
8~9日,東北大学
4.マクロ副'姑モデルにおける動学構造の特定化と予測について
鈴木篤,栗山規矩,佐々木公明,越智教文,醐請兪討'耻経済学会,1978年10
打
5 恬報化のインパクトの計量分析一GNP成長率の要因分解一
栗山規矩,鬼木甫,第53回Π本統計学会講演報告集, PP.318-320,
1985年7月23~25日,岡山大学
6 東北の国際化と産業
栗山規矩,東北学院大学東北産業経済研究所主催シンポジウム「国際化の
巾の東北経済の進路」,東北学院大学『束北産業経洗研究所'紀要』, no.8,
121-176,1988年9月29日(シンポジウム),1989年2月(紀要),東PP
北学院大学
7N e w  l n f o r m a t i o n  T e c h n o ] o g y  a n d  t h e  G r o w t h  o f t h e  J a p a n e s e  E c o n o m y
栗 山 規 矩 , 第  7  回  I T S  学 会 ,  J u n e  2 8 - J u l y  2 , 1 9 8 8 ,  M I T ,  B o s t o n ,  U S A
新 し い 情 報 通 信 技 術 と 同 民 経 済 の 成 長
栗 U _ 1 規 矩 , 第 4 2 回 東 北 経 済 学 会 , 1 9 8 8 年 9 月 , 会 津 短 期 大 学
E c o n o m i c  F o u n d a t i o n  o f  B I S D N  c o n s t r u c t i o n
鬼 木 井 1 , 栗 山 規 矩 ,  E u r o p e a n  c o n f e r e n c e , 1 n t e r n a t i o n a l T e l e c o m m u n i c a ・
t i o n s  s o c i e t y , 1 9 9 3 年 6 月 ,  s w e d e n
東 北 市 町 村 の 行 政 サ ー ビ ス と 工 場 立 地
栗 山 規 知 , 東 北 経 済 学 会 第 4 7 回 大 会 , 1 9 9 3 午 9 月 , 富 士 大 学
わ が 国 に お け る 電 気 通 信 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ュ ブ 建 設 の 計 量 経 済 分 析 : 1 9 郭 一
1 9 8 4 年
大 村 真 一 , 鬼 木 甫 , 中 空 麻 奈 , 栗 山 規 矩 , 郵 政 研 究 所 デ ィ ス カ ヅ シ , ン
ペ ー パ ー シ リ ー ズ ,  n o . 1 9 9 4 - 0 8 , 第  6  回 郵 政 研 究 所 研 究 発 表 会 , 1 9 9 4
年 6 月 ( D P ) , 1 9 9 4 年 5 月 ( 研 究 発 表 会 ) , 平 成 3  ~  6 年 度 科 学 研 究 費 補
助 金 重 点 領 域 研 究 「 佶 報 化 社 会 と 人 間 」 研 究 成 果 報 告 書 , 『 高 度 情 祁 化
と 経 済 成 長 ・ 産 業 枇 造 ・ 貿 易 摩 擦 ( 3 ) 』 , 代 表 者 栗 山 規 矩 , 第 5 章 ,
P P . 4 4 - 1 H
家 庭 用 フ プ ク シ ミ リ の 需 要 分 析
鬼 木 甫 , 太 田 耕 史 朗 , 大 村 真 一 , 栗 山 規 矩 , 郵 政 研 究 所 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
ペ ー パ ー シ リ ー ズ ,  n o . 1 9 9 4 - 1 2 , 第  6  回 郵 政 研 究 所 研 究 発 表 会 , 発 衷
論 文 如 . 1 9 9 4 - 0 6 , 1 9 9 4 年 6 月 ( D P ) , 1 9 9 4 年 5 月 ( 研 究 発 表 会 )
情 報 と 出 生 率
栗 山 規 知 , 比 、 活 経 済 学 会 東 北 部 会 第 1 回 研 究 大 会 , 1 9 飾 年 1 0 月 , メ ル パ ル
ク 仙 台
X 入 1 1 〕 a t  i s  t h e  R e c e n t  D e v e l o p m e n t  o f  l n v e s t m e n t  i n  J a p a n ?
栗 山 規 矩 ,  O E C D  w o r k s h o p  o n  t h e  " E C O N O M I C S  O F  T H E  I N F O R ・
M A T I O N  S O C I E T Y " , 1 9 9 5 年 1 2 月 , イ ス タ ン ブ ー ル
R e c e n t  D e v e l o p m e n t  o f  l n v e s t m e n t  E s t i m a t i o n  i n  J a p a n :  A  s t u d y  i n  t h e  E C O ・
n o m i c s  o f  l n { o r m a t i o n  s o d e t y
栗 山 規 矩 ,  T h e  5 t h  w o r l d  c o n g r e s s  o f  R S A I , 1 9 9 6 年 5 月 , 立 正 大 学
M e a s u r i n g  E c o n o m i c  E 丘 e c t s  o f l T  l n v e s t m e n t i n  J a p a n
T a d a s h i  K u r i y a m a ,  Y i n g z h i  x u , 1 T s  q n t e r n a t i o n a l  T e l e c o m m u n i c a t i o n
S o d e t y )  1 4 t h  B i e n n i a l  c o n f e r e n c e ,  A u g u s t  1 8 - 2 1 , 2 0 0 2 ,  s e o u l ,  K 飢 ' e a ,
W e d n e s d a y ,  A u g u s t  2 1 , 0 9 : 0 0 - 1 0 : 3 0 , 1 R  7  征 n v i t e d  s e s s i o n ) ,  Q u a n ・
t i t a t i v e  A n a l y s i s  o f  t h e  l m p a c t s  o f  l T  t o  t h e  J a p a n e s e  E c o n o m y ,  R o o m
4 0 2 ,  c h a i r :  H a j i m e  o n i k i  ( o s a k a - G a k u i n  u n i v e r s i t y ,  J a p a n ) , 2 0 0 4 年 8
月 , 平 成 1 4 ~ 1 5 年 度 科 学 研 究 費 枡 如 力 金 ( 基 雛 研 究 ( C ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 綴
告 1 ; に 再 録 ,  P P . 2 0 - 4 5 , ソ ウ ル 韓 国
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V.害評・紹介
1.クロッパー.アルモン Jτ著,金子敬生」乳訳,「70年・代のアメリカ経済」,Π
本経済新聞社
栗山規矩,「国民経済」,国民経済研究協会,復刊1]6号, PP.63-66,
1969年9 jl
2.マイケル. K .エバンス茗,片1剣泰訳,「マクロ経済活動の分析(上)ーその
理.論・予測・制御一」,鹿島研究所出版会
栗山規矩,「国民経済」,国民経済研究恊会,通巻170号,復刊127号, PP
62-66,1972年6月
3.竹内啓著,「計量経済学の研究」,東洋経済新縦社
栗山規矩,「国民経済」,国民経済研究協会,復・Ⅲ128号, PP.72-75,
1972年9 j]
4. M.D.1ntriligator編,「定1辻経済学最新研究論文集一副1丑経済学会第'3「田世
界大会(トロント)における招待論文の報告集」, Nmth-H0Ⅱand
栗1_U規知,「学燈」,丸善 V01.75, n03, PP.63-64,1978ζF3 J]
5.浅井澄子, P屯気通信弓「業の経済分析米国の競争政策」,Π本評論社
栗[1,1規知,「悍梓R通信学会誌」,郭, VO].15, n02, PP.97-98,1997年9月
Ⅵ. 解説.評論等(新聞.広報誌等での解説記事,事典の執筆等)
1.情帳関連産菜の分類とその特徴一第3章における恬桜関連産業および職業
に関する祁需命一
栗山規知,「恬報化が経済成長に芋える影讐及び情桜化の総介指標に関す
る調査報告書」,昭和諦午度,経済企画庁委託司§査,日木ブプライドリサー
チ研究所,資料(そ'の D, PP.139-176,1985年3 河
2.東北における産柴構造の変化と◇後の課題
栗山規矩,『東北経連月報』,増刊ぢ no.U,東北経済迎合会,Π丁」商、Fの
経営単剣略」, PP.フ-15, 1988年5 jl
3.東北地城における地域間の交流と地域課題
栗山規矩,東北開発研究,89耿季号(通巻75・号), PP.20-25,19即匂三10月
4.経済の情報化の計測
栗山規知,「商度技術社会』ニュース,文部省科学何1究賀補助金,埀点領
域研究, no.14, PP.15-19,1991年9月
5.倩判Uヒと産業社会の太来一総括,コメント2・ D研究紹介
栗山規矩,文部省科学研究鬢・重点領域研究「恬報化社会と人冏」,十・成
4年度シンポジウム,『高度情報化と社会経済システム』,第4群,総括班,
190-191,19兜年10月(発表), 1993年2 j](報告書)PP
Ⅶ . そ の 他 ( 随 想 な ど )
翻 訳 :
1 . エ ド モ ン . マ ラ ン ポ 著 , 「 自 己 回 帰 モ デ ル の 推 定 と 予 測 」
栗 山 規 矩 , 和 合 酢 , 青 井 倫 ・ ー , 国 民 経 済 研 究 恊 会 , 基 礎 研 究 シ リ ー ズ く 7 2
1 > ,  E S T I M A T I O N  E T  P R E V I S I O N ,  D A N S  L E S  M O D E L E S
E C O N O M I Q U E S  A U T O R E G R E S S I E S  ( R e v u e  d e l ' 1 n s t i t u t l n t e r n a t i o n a l
d e  s t a t i s t i q u e ,  V 0 1 . 2 9 ,  n o . 2 , ( 1 9 6 1 )  P P . 1 - 3 2 ,  E d m o n d  M a l i n v a u d  の 訳 ,
1 9 7 2 年 2 月
国 府 田
2
計 品 経 済 学 の 方 法 , 全 訂 版 ( 上 ) , ( ド )
E c o n o m e t r i c  M e t h o d s ,  b y  J .  J o h n s t o n 著 , 竹 内 秤 , 関 谷 章 , 栗 Ⅱ 、 1 規 矩 ,
美 添 泰 人 , 舟 岡 史 雛 共 訳 , (  L )  1 9 7 5 午  3  打 , ( 、 F )  1 9 7 6 年 2 月 , 東 洋 経 済
新 報 社
紹 介
3
情 帳 経 済 学 と は
栗 " _ 1 規 知 , 『 や さ し い 経 済 情 縦 学 の す す め 』 , 三 重 野 博 司 , 相 原 保 ,
晃 細 著 , 第  2 章 第 3  節 ,  P P . 8 2 - 9 6 , 電 気 通 信 協 会 , 1 9 9 5 年 8 月
4
応 用 産 業 連 関 分 析 誥 座 ( 1 ) 情 机 産 業 誘 致 の 経 済 効 果 肖 森 県 を 例 に と っ て
栗 Ⅱ 1 規 知 , 産 業 連 関 ・ イ ノ ベ ー シ , ン &  1 - 0  テ ク ニ ー ク ,  V 0 1 . 1 1 ,  N O . 1 ,
郭 一 7 1 , 2 0 0 3 年 2 月
P P
随 筆
5
Ⅱ
ア メ リ カ 雑 感
架 山 規 矩 ,
3 月
6
東 北 大 学 大 型 計 算 機 セ ン タ ー の ボ 来 像 ( そ の  1 , 2 , 3 , 4 ) 一 創 造 性 豊 か な 研
究 を 生 み 出 す 計 僻 . 機 網 の 構 築 を 目 指 し て ー
栗 Ⅱ _ 1 規 矩 , 鈴 木 陽 ・ , 中 島 映 至 , 中 村 雜 男 , 古 坂 道 弘 , 東 北 大 学 大 型 計 算
機 セ ン タ ー 広 報 ,  r s E N A C J ,  V 0 1 . 1 8 ,  n o . 3 ,  P P . 1 2 - 2 0 , 1 9 8 5 年 7 月 ,
V 0 1 . 1 8 ,  n o . 4 ,  P P . 2 7 - 4 2 , 1 9 8 5 年 1 0 月 ,  V 0 1 . 1 9 ,  n o . 1 ,  P P . 6 7 ー フ フ , 1 9 8 6 年 1
月 ,  V 0 1 . 1 9 ,  n o . 2 ,  P P . 6 9 - 8 8 , 1 9 8 6 年 ・  4  打
人 材 開 発 考
社 会 科 学 の 方 法 ,  V 0 1 . 1 5 ,  n o . 3 , 通 巻 1 5 3 号 ,  P P . 8 - 1 0 , 1 9 8 2 年
講 演
7
伴 井 艮 化 社 会 と こ れ か ら の 消 費 者
栗 山 規 矩 , 通 信 講 座 「 消 費 者 大 学 」 第  8  回 ,  1 9 9 8 1 1 Ξ 1 2 月

